
土木設計業務等共通仕様書 新旧対照表 

（旧）令和３年１月 （新）令和７年６月 

 

 

 

土木設計業務等委託必携 
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（令和３年１月一部改定） 

 

 

 

 

滋賀県土木交通部 
 

 

 

 

 

 

土木設計業務等委託必携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年10月 

 

（令和３年１月一部改定） 

（令和７年６月一部改定） 

 

 

 

滋賀県土木交通部 
 

 

 



土木設計業務等共通仕様書 新旧対照表 

（旧）令和３年１月 （新）令和７年６月 
土木設計業務等共通仕様書 

第1108条の２ 技術者の資格要件等 

１ 管理技術者及び照査技術者は、別表の業務の区分に対応した技術士（総合技術監理部門の場合

には、該当の部門の選択科目により取得した者）又は、これと同等の能力を有する技術者（建設

コンサルタント登録規程に基づく技術管理者に限る）、あるいは、シビルコンサルティングマネ

ジャー（以下「RCCM」という。）等の資格保有者とする。 

２ 管理技術者及び照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規定の各登録

部門に限るものとする。 

３ 都市計画および地方計画部門では、上記技術者のほか建築士法による一級建築士の免許を受け

ている者で、その登録部門に係わる業務に関し、一級建築士の免許を受けた後５年以上の実務経

験を有する者とする。 

４ 建設環境部門では、上記技術者のほか衛生工学部門で登録した技術士で、かつ、計量法により

環境計量士（濃度関係）の登録をした者又は応用理学部門（選択科目：物理および化学）で登録

した技術士で、かつ、計量法により環境計量士（騒音・振動関係）登録した者とする。 

５ 管理技術者の重複業務数は 500万円以上の県発注実質業務(現場技術業務および一時中止中の

業務等を除く)３件までとする。 

６ 受注者は、契約時、配置技術者の選任届に併せ、「設計業務に係る配置技術者の重複業務届

書」を提出することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木設計業務等共通仕様書 

第1108条の２ 技術者の資格要件等 

１ 管理技術者及び照査技術者は、別表の業務の区分に対応した技術士（総合技術監理部門の場合

には、該当の部門の選択科目により取得した者）又は、これと同等の能力を有する技術者（建設

コンサルタント登録規程に基づく技術管理者に限る）、あるいは、シビルコンサルティングマネ

ジャー（以下「RCCM」という。）等の資格保有者とする。 

２ 管理技術者及び照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規定の各登録

部門に限るものとする。 

３ 都市計画および地方計画部門では、上記技術者のほか建築士法による一級建築士の免許を受け

ている者で、その登録部門に係わる業務に関し、一級建築士の免許を受けた後５年以上の実務経

験を有する者とする。 

４ 建設環境部門では、上記技術者のほか衛生工学部門で登録した技術士で、かつ、計量法により

環境計量士（濃度関係）の登録をした者又は応用理学部門（選択科目：物理および化学）で登録

した技術士で、かつ、計量法により環境計量士（騒音・振動関係）登録した者とする。 

５ 管理技術者の重複業務数は、当該業務の履行期間（余裕期間制度適用業務は実履行期間）にお

いて 500万円以上の県発注実質業務(現場技術業務および一時中止中の業務等を除く)３件までと

する。 

６ 受注者は、契約時、配置技術者の選任届に併せ、「設計業務に係る配置技術者の重複業務届

書」を提出することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



土木設計業務等共通仕様書 新旧対照表 

（旧）令和３年１月 （新）令和７年６月 

 
 

 

 
 

 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（琵琶湖環境部、土木交通部関係）

業務の区分

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 

照査 

技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

概略・予備設計（道路概略・予

備設計を除く） 

道路概略・予備設計（高度） 

重要構造物 

ｼｰﾙﾄﾞ・ﾄﾝﾈﾙ・ﾀﾞﾑ 

橋梁上部工(高難度) 

解析業務 

橋梁修繕設計（高度） 等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

道路詳細設計(高度) 

橋梁上下部工(高度) 

推進工法(高度) 

道路概略・予備設計（普通） 

土質・地質・水質の 

解析(普通) 

橋梁修繕設計（普通） 等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 

道路詳細設計(普通) 

築堤・護岸設計 

橋梁上下部工(普通) 

推進工法(普通) 

一般構造物設計 

標準設計仕様（全工種） 

台帳作成 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１： 管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の各登録部門に限るものとする。 

注）２： 管理技術者の重複業務数は５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件

までとする。 

注）３： 都市計画および地方計画部門では、上記技術者のほか建築士法による一級建築士の免許

を受けている者で、その登録部門に係わる業務に関し、一級建築士の免許を受けた後５

年以上の実務経験を有する者とする。 

注）４： 建設環境部門では、上記技術者のほか衛生工学部門で登録した技術士で、かつ、計量法

により環境計量士（濃度関係）の登録をした者または応用理学部門（選択科目：物理お

よび化学）で登録した技術士で、かつ計量法により環境計量士（騒音・振動関係）登録

した者とする。 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（琵琶湖環境部、土木交通部関係）

業務の区分

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 

照査 

技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

概略・予備設計（道路概略・予

備設計を除く） 

道路概略・予備設計（高度）

重要構造物 

ｼｰﾙﾄﾞ・ﾄﾝﾈﾙ・ﾀﾞﾑ 

橋梁上部工(高難度) 

解析業務 

橋梁修繕設計（高度） 等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

道路詳細設計(高度) 

橋梁上下部工(高度) 

推進工法(高度) 

道路概略・予備設計（普通）

土質・地質・水質の 

解析(普通) 

橋梁修繕設計（普通） 等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 

道路詳細設計(普通) 

築堤・護岸設計 

橋梁上下部工(普通) 

推進工法(普通) 

一般構造物設計 

標準設計仕様（全工種） 

台帳作成 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１： 管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の各登録部門に限るものとする。 

注）２： 管理技術者の重複業務数は、当該業務の履行期間（余裕期間制度適用業務は実履行期

間）において５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件までとする。 

注）３： 都市計画および地方計画部門では、上記技術者のほか建築士法による一級建築士の免許

を受けている者で、その登録部門に係わる業務に関し、一級建築士の免許を受けた後５

年以上の実務経験を有する者とする。 

注）４： 建設環境部門では、上記技術者のほか衛生工学部門で登録した技術士で、かつ、計量法

により環境計量士（濃度関係）の登録をした者または応用理学部門（選択科目：物理お

よび化学）で登録した技術士で、かつ計量法により環境計量士（騒音・振動関係）登録

した者とする。 



土木設計業務等共通仕様書 新旧対照表 

（旧）令和３年１月 （新）令和７年６月 

 
 

 

 
 

 

 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（農政水産部関係）

業務の区分 

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 照査技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

事業計画とりまとめ(高難

度) 

ダム・干拓堤防 

構想・基本設計(高難度) 

トンネル設計 

橋梁工（高難度） 

その他実施設計(高難度) 

解析業務(高難度) 

農村環境計画    等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

事業計画とりまとめ 

構想・基本設計 

橋梁工(高度) 

その他実施設計(高度) 

解析業務(高度) 

推進工法(高度) 

          等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 

橋梁工(普通) 

道路構造物設計 

河川水路用ゲート設計 

推進工法（普通） 

一般構造物設計 

その他実施設計(普通) 

台帳、積算参考資料作成 

          等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１：管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の各登録部門に限るものとする。 

注）２：管理技術者の重複業務数は５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件

までとする。 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（農政水産部関係）

業務の区分 

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 照査技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

事業計画とりまとめ(高難

度) 

ダム・干拓堤防 

構想・基本設計(高難度) 

トンネル設計 

橋梁工（高難度） 

その他実施設計(高難度) 

解析業務(高難度) 

農村環境計画    等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

事業計画とりまとめ 

構想・基本設計 

橋梁工(高度) 

その他実施設計(高度) 

解析業務(高度) 

推進工法(高度) 

          等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 

橋梁工(普通) 

道路構造物設計 

河川水路用ゲート設計 

推進工法（普通） 

一般構造物設計 

その他実施設計(普通) 

台帳、積算参考資料作成 

          等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

技術士､技術管

理者､RCCM､農業

土木技術管理士

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１：管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の各登録部門に限るものとする。 

注）２：管理技術者の重複業務数は、当該業務の履行期間（余裕期間制度適用業務は実履行期

間）において５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件までとする。 



土木設計業務等共通仕様書 新旧対照表 

（旧）令和３年１月 （新）令和７年６月 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（企業庁関係）

業務の区分 

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 照査技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

・構想 

・基本設計（高度） 

・解析業務 

・浄水場、ポンプ場設計 

・配水池設計（高度） 

・設備設計（高度） 

・送水管設計（高難度） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

・基本設計（普通） 

・配水池設計（普通） 

・設備設計（普通） 

・送水管設計（高度） 

・その他実施設計（高度） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 
・送水管設計（普通） 

・その他実施設計（普通） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１：管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の上水道及び工業用水道部門とする。 

注）２：管理技術者の重複業務数は５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件

までとする。 

滋賀県が発注する土木設計業務における資格要件 別表 

 

（企業庁関係）

業務の区分 

(程度) 
業務内容の例示 発注基準 管理技術者 照査技術者 

 

 業務Ａ 

(高難度) 

・構想 

・基本設計（高度） 

・解析業務 

・浄水場、ポンプ場設計 

・配水池設計（高度） 

・設備設計（高度） 

・送水管設計（高難度） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｂ 

(高 度) 

・基本設計（普通） 

・配水池設計（普通） 

・設備設計（普通） 

・送水管設計（高度） 

・その他実施設計（高度） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

 業務Ｃ 

(普 通) 
・送水管設計（普通） 

・その他実施設計（普通） 

           等 

右欄の技術者

が配置可能な

こと 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

技術士、技術管

理者、ＲＣＣＭ

のうち１名 

部門指定 部門指定 

 

注）１：管理技術者または照査技術者の部門指定は、国土交通省の建設コンサルタント登録規程

の上水道及び工業用水道部門とする。 

注）２：管理技術者の重複業務数は、当該業務の履行期間（余裕期間制度適用業務は実履行期

間）において５００万円以上の県発注実質（一時中止等を除く）業務３件までとする。 


